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『学校再開』を受けて   ～素晴らしい学校生活にしよう「希望をもって」～  

校  長  寺  本  喜  和  
 長かった学校の臨時休業も，ようやく一応の終了を迎えることとなりました。調布市では，
全公立小中学校で 6 月 1 日（月）から，学校の教育活動を再開いたします。２ ~６年生は３月
からの３か月間，そして，１年生は入学式後の２カ月間，毎日学校に通うことが叶わず，自粛
生活や家庭での学習をお願いしました。例年であれば，５月末の運動会を目指して練習も盛ん
に行われているころだと思うと，新型コロナウィルス感染拡大が私たちの大切な子ども達にも
たらした影響は大変大き なものだったと言わざるを得ません 。「日常」がいかに貴重なものであ
るかを思い知らされた 3 か月間でした。  
児童の皆さんは，外で友だちと思い切り遊べないとか，好きなところに出かけられないと

か，学校から出された課題に取り組み一日を過ごさなくてはならないなど，大変なことがたく
さんあったと思いますが，よく頑張ってくれました。保護者の皆様には，毎日一人一人の子ど
もたちの学習を見ていただいたり，食事の準備をしていただいたり，自粛が続く中で，大変な
ご苦労だったかと推察しております。本当にありがとうございました。  
さて， 5 月 2 0 日 ~ 2 2 日の 3 日間，児童は 2 または 3 グループに分かれて登校して，各教 室で

担任の先生や級友と短い ひと時でしたが，時間を共有しました。子どもたちは皆 「久しぶりに
学校で友達に会えて良かっ た。」と口にしていました。私も子どもたち一人一人の顔を見て， 心
からうれしく思いました。 学校には，やはり子どもたちがいなければ、学校ではないと強く感
じております。  
再開後の学校教育をどのように進めていくかについては，別紙で詳しくお知らせし ています

が，当面の間は，一方で感染症対策に十分に配慮しながら，他方では，できる限り教育活動の
遅れを取り戻し，学習指導要領で示されている学習内容 や資質・能力を児童が確実に獲得して
いくことを目指します。 可能な限り，年度内で学ぶべき内容を学習させるように工夫していき
ます。  
けれども皆様ご存じの通り，学校教育は教科の学習だけで成立しているわけではありませ

ん。季節ごとに様々な行事や活動があり，それらが児童の学校生活に彩を添え，児童の心身の
成長を支えます。ところが，今年度は新型コロナウィルスの感染拡大が学校生活を大きく変化
させることとなりました。  
学校における様々な行事や活動の実施について，感染拡大防止を最優先事項として検討さ

れ，調布市教育委員会からの方針が示されました。詳細は 5 月 2 5 日付でお示しした「学校再開
後の対応について」にお示しさせていただきましたが， 5・６年生の移動教室 ,運動会 ,学芸会 ,水
泳指導 ,５年生の連合音楽会など軒並み実施を見送らなければならない状況です。また，夏休み
も大幅に短縮され，７～１２月には月に２回の土曜授業日の設定をして，授業時数の確保を図
ることとなります。  
私も長い教員生活をしておりますが，このような学校生活を経験したことがありません。子

どもたちが，分散登校をし，互いの接触や交流を制限した学校生活にどのように適応させれば
よいのか，手探りの状況です。しか し，毎日学校へ来られることになった喜びは大きなものに
違いありません。「新しい生活様式」を守りつつ，学び合う喜びを感じることができるよう，指
導に努めてまいります。感染状況にもよりますが，２学期以降は可能な限り，子どもたちが意
欲をもって学校生活に取り組めるような活動を考えていきたいと考えています。そして，何よ
りも毎日の授業に力を入れて，「みんなで勉強することは楽しい。」と思えるような授業を実現
できるように努力していきたいと思います。  
今週，調布市教育委員会のご支援の下，遠隔会議システム「 Zo o m」を活用したリモ ート朝の

会を，５・６年生で試行しました。 Zo o m を使った朝の会では，オンライン上ではありました
が，久しぶりに級友たちが話す声を聞き，表情を見て自然なやり取りを楽しむ児童の姿を見る
ことができました。オンラインでの取り組みは，今後学校でいざという時のツールとして有効
であると分かりました。  
今回のような長期の休業は予測できなかったとは言え，各地の学校でオンライン授業に取り

組む様子を知ると，本校での対応は「遅すぎる。」とのご批判を少なからずいただきました。言
い訳になるかもしれませんが，私たち教員はそのような経験もほとんどなく，与えられている
環境もなかなかそこに追いつけなかったのです。実際に経験してみて，この方式の良さを感
じ，これからのためにもさらに使える道具として，学校の経験値を上げていきたいと思ってい
ます。また，調布市全体でも，児童用タブレット端末の学校への導入を進めていただけるよう
学校としても努力していく所存です。  
さあ、遅ればせながら新学期の始まりです。今できること，これからやるべきことに集中し

て，学校生活を再開させましょう。上ノ原小学校の一人一人が希望をもって素晴らしい学校生
活を送れるように皆で力を合わせていきましょう。  
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水筒の取り扱いについて  

   今 年度よ り通年 で持 参して いた だいて かま いませ ん。 置き場 所や 扱い方 の指 導は行 いま すが、  

任 意の持 ち物 ですの で、 持ち帰 りや 衛生面 を含 め、個 人で の管理 をお 願いし ます 。  

提出書類のお願い                【配布日 】      【提出日 】  

①ＰＴＡクラス役員 ・当番申請書 （緑色用紙 ）  

※２枚目のみ提出  

配布済み  提 出 さ れ て な い

方はなるべく早 く  

②ＰＴＡ総会関連資料の中の「ＰＴＡ総会議決 権行使書 」  ６月 １日 、２日  ６月 １０日 まで  

③児童引き取 りカード  

（黄 色 い用紙 、訂正箇所を赤で直 してください。）  

※１、３、５年生は、新 しいカードに記入 してください。  

※２、４、６年生は、昨年度のカードを赤で訂正 してください。  

※引 き取 り者 に、近 隣 の方 や知 人 の方 等 可 能 な方 がいる

場合は、枠外や裏面でもよいので追記 してください。  

 

６月 １日 、２日  

 

※ 緊 急 連 絡 票 の

ご 提 出 が な い 場

合 は 次 回 登 校 時

に 配 布 し ま す 。  

 

 

６月 ５日 、８日  

④児童理解 カード（昨 年度のカードを返却 します。）  

※１、３、５年生は、新 しいカードに記入 してください。  

※２、４、６年生は、昨年度のカードを赤で訂正 してください。  

⑤緊急連 絡票 （オレンジ色 の用 紙 、昨 年 度 のカードを返 却

しました。）  

※１、３、５年生は、新 しいカードに記入 してください。  

※２、４、６年生は、昨年度のカードを赤で訂正 してください。  

５月 ２０日  

５月 ２１日  

５月 ２２日 に  

配布済み  

６月 １日 、２日  

⑥健 康 手 帳 （１、２ページの保 健 調 査 、６ページのめあてを

記入 してください。５ページの通信欄は必要に応 じて記入

してください。）  

６月 １日 、２日  ６月 １２日  

⑦結核検診問診票 （必要事項 を全て記入 してください。）  ６月 １日 、２日  ６月 １２日  

⑧心臓検診調査票 （１年生 と転入生のみ）  ６月 １日 、２日  ６月 １２日  

⑨個人情報 （写真 ）の使用について  ６月 １日 、２日  ６月 １２日  

 

 

日  曜  予      定  日  曜  予      定  

1  月  分 散 登 校  給 食開 始 （２ ～ ６ 年）  16  火   

2  火   17  水   

3  水            給 食開 始 （１ 年 ）  18  木   

4  木   19  金   

5  金   20  土   

6  土   21  日   

7  日   22  月   

8  月  分 散 登 校  23  火   

9  火   24  水   

10  水   25  木   

11  木   26  金  交 通 安 全教 室 （１ 年 ）  

12  金   27  土   

13  土   28  日   

14  日   29  月   

15  月  通 常 通 りの 登 校開 始 予定  30  火   

６月の生活目標  「あいさつをしよう」  

新しい教職員です。よろしくお願いします。 

 市スクールカウンセラー  〇〇〇〇  


